
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
教
育
施
設
で 

 
株
式
会
社
が
事
業
活
動
!? 

八
尾
市
議
会
で
は
11
月
14
日
に

開
催
さ
れ
た
各
派
代
表
者
会
議
で
桂

小
学
校
体
育
館
の
貸
し
付
け
に
つ
い

て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
桂
小
体
育
館

は
教
育
委
員
会
所
有
の
ま
ま
、
株
式

会
社
に
５
年
間
貸
し
付
け
る
と
い
う

も
の
で
す
。
桂
小
体
育
館
は
教
育
施

設
で
す
。
利
潤
を
上
げ
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
株
式
会
社
に
教
育
施
設
を

貸
し
付
け
る
こ
と
が
ふ
さ
わ
し
い
の

か
。
市
民
の
声
を
幅
広
く
聞
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
が
、
市
は
利
用
当

事
者
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
や
Ｐ
Ｔ
Ａ

な
ど
か
ら
声
や
要
望
を
聞
い
て
い
ま

せ
ん
。 

 

学
校
教
育
法
で
は
「
学
校
教
育
に

支
障
が
な
い
限
り
社
会
教
育
に
課
す

こ
と
が
で
き
る
」
と
あ
り
ま
す
が
、

株
式
会
社
に
貸
与
さ
れ
た
桂
小
体
育

館
が
、
社
会
教
育
の
場
と
し
て
活
用

さ
れ
る
の
か
、
議
会
で
の
審
議
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

  

長
年
の
市
民
要
望 

 

実
現
へ
！ 

12
月
議
会
で
は
長
年
の
市
民
か
ら

の
要
望
が
審
議
さ
れ
ま
す
。
ひ
と
つ

は
南
西
部
消
防
所
の
新
築
工
事
に
つ

い
て
で
す
。
新
し
い
消
防
署
は
太
田

地
域
に
建
設
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。 ま

た
小
学
校
の
給
食
調
理
場
整

備
工
事
も
市
内
11
の
小
学
校
で
実

現
し
ま
す
。
整
備
工
事
の
対
象
は
、

用
和
小
・
久
宝
寺
小
・
竜
華
小
・
竹

渕
小
・
曙
川
小
・
永
畑
小
・
西
山
本

小
・
高
美
南
小
・
高
安
西
小
・
曙
川

東
小
・
上
之
島
小
で
す
。 

 

 

お
ち
妙
子
議
員
の 

 
 

 

個
人
質
問 

２
０
１
３
年
～
15
年
、
安
倍
政
権

は
生
活
保
護
基
準
を
最
大
10
％
と

い
う
史
上
最
大
の
引
き
下
げ
を
し

ま
し
た
。「
い
の
ち
の
と
り
で
裁
判
」

と
し
て
全
国
的
な
運
動
が
起
こ
り
、

今
年
６
月
に
は
最
高
裁
は
国
の
生

活
保
護
基
準
の
大
幅
引
き
下
げ
を

「
違
法
」
と
断
じ
ま
し
た
。
さ
ら
に

事
実
上
引
き
下
げ
前
ま
で
遡
っ
て

の
保
護
費
の
支
給
を
命
じ
ま
し
た
。

生
活
保
護
基
準
は
、
生
活
保
護
の
み

な
ら
ず
、
就
学
援
助
や
国
保
料
な

ど
、
暮
ら
し
の
あ
ら
ゆ
る
減
免
の
基

準
で
す
。
八
尾
市
に
お
い
て
、
具
体

的
な
こ
の
間
の
被
害
状
況
を
明
ら

か
に
し
補
償
を
求
め
て
い
き
ま
す
。 

昨
年
度
か
ら
八
尾
市
に
お
い
て

も
ス
タ
ー
ト
し
た
「
犯
罪
被
害
者
等

へ
の
支
援
条
例
」
を
Ｄ
Ｖ
被
害
者
へ

の
適
用
を
求
め
ま
す
。 

加
齢
性
難
聴
者
へ
の
補
聴
器
補
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12月議会が開会されます。 
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助
の
更
な
る
充
実
を
求
め
ま
す
。 

学
校
図
書
室
の
司
書
の
必
要
性

と
身
分
保
障
を
求
め
ま
す
。 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
新
型
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
の
無
料
対
象
者
（
65
歳
以

上
で
世
帯
全
員
が
非
課
税
）
へ
の
無

料
の
周
知
と
手
続
き
の
簡
素
化
を

求
め
ま
す
。 

 

 

田
中
ゆ
う
こ
議
員
の 

 

個
人
質
問 

現
在
八
尾
市
の
家
庭
ご
み
収
集

の
３
分
の
１
が
民
間
委
託
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
民
間
委
託
を
受
け

て
い
る
業
者
が
外
国
人
不
法
就
労

助
長
の
疑
い
で
書
類
送
検
さ
れ
、
こ

の
会
社
に
外
国
人
な
ど
労
働
者
を

出
向
さ
せ
て
い
た
会
社
の
代
表
ら

が
出
入
国
管
理
法
違
反
で
８
月
に

逮
捕
さ
れ
ま
し
た
。
民
間
委
託
業
者

の
雇
用
の
あ
り
方
か
ら
民
間
委
託

の
矛
盾
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
。 

 

八
尾
市
の
特
別
支
援
教
育
に
お

い
て
支
援
学
校
（
府
立
八
尾
支
援
学

校
）
の
位
置
付
け
を
確
認
を
し
、
支

援
学
校
と
地
域
の
学
校
と
の
転
校

の
あ
り
方
や
居
住
地
交
流
な
ど
質

問
し
ま
す
。
ま
た
、
八
尾
支
援
学
校

の
現
状
に
つ
い
て
も
取
り
上
げ
た

い
と
思
い
ま
す
。 

 

昨
年
の
八
尾
市
内
の
民
間
の
認

定
こ
ど
も
園
で
の
施
設
内
虐
待
に

つ
い
て
新
た
な
事
実
が
確
認
を
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
内
容
が
再

び
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
施

設
内
虐
待
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
あ

り
方
や
相
談
窓
口
の
拡
充
に
つ
い

て
質
問
し
ま
す
。 

  

 

八
尾
市
議
会
の
12
月
定
例
会
が
11
月
28
日
か
ら
開
催
さ
れ
ま
す
。
市

民
の
暮
ら
し
と
生
活
を
守
る
共
産
党
議
員
団
は
議
会
で
そ
の
先
頭
に
立
っ

て
、
12
月
議
会
で
も
奮
闘
し
ま
す
。
ま
た
市
民
か
ら
提
出
さ
れ
て
い
る
請

願
の
実
現
に
向
け
質
問
し
ま
す
。 

 

く
ら
し
に
希
望
を 

12

月
議
会
は
じ
ま
る 

議会日程 

 

11 月 28 日（金） 
本会議（質疑・個人質問） 

12 月 1 日（月） 
本会議（個人質問） 

12 月 8 日（月） 
建設産業常任委員会 

12 月 9 日（火） 
文教常任委員会 

12 月 10 日（水） 
健康福祉環境常任委員会 

12 月 11 日（木） 
総務常任委員会 

12 月 16 日（金） 
  予算決算全体会 
12 月 19 日（金） 

最終本会議 
 
 
※本会議は 10 階議場で、委員
会は 8 階第 1 委員会室ですべ
て 10 時から開会されます。 
 
※文教常任委員会（12/9）で
請願 2 件が審議されます。 

い
ち
ょ
う
学
園
視
察
の
お
ち
議
員

（
右
）
と
田
中
議
員
（
左
） 

●請願 

・小学校・中学校で国の定数基準を超えている学級の解消を求める請願 

・子どものための予算を大幅に増やし、保育・学童保育の施策の抜本的改善を求める請願 

●意見書（今回は会派として提案したのは日本共産党のみ） 

・「日本政府に核兵器禁止条約の参加・調印・批准を求める意見書」/原水爆禁止八尾協議会 

以下の意見書は日本共産党市会議員団 

・「医療費削減の撤回を求める意見書」 

・「拙速な衆議院比例定数削減をしないことを求める意見書」 

・「備蓄米機能の正常化と米の増産に向けた政策転換をお求める意見書」 

・「企業団体献金全面禁止を求める意見書」 

・「最低賃金の引き上げ及び中小企業支援拡充を求める意見書」 

 

11月 28日（金）10時半から 

おち妙子 個人質問 

11月 28日（金）15時から 

田中ゆうこ 個人質問 

  

生活保護、ＤＶ被害者、民間委託業者の書類送検、八尾支援学校 

個人質問で市民の願い届けます 

mailto:yao.com@siren.ocn.ne.jp
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一
般
会
計
で
の 

 

議
員
団
の
立
場 

暮
ら
し
や
市
長
の
政
治
資
金
パ

ー
テ
ィ
ー
、
平
和
の
問
題
な
ど
合
わ

せ
、
一
般
会
計
は
不
認
定
と
し
ま
し

た
。
と
り
わ
け
自
衛
隊
八
尾
駐
屯
地

の
拡
張
や
八
尾
飛
行
場
の
規
制
撤

廃
に
反
対
の
立
場
を
主
張
し
ま
し

た
。 水

道
事
業
は
、
４
月
か
ら
大
阪
広

域
水
道
企
業
団
へ
と
移
行
し
、
八
尾

市
議
会
最
後
の
決
算
審
査
に
な
り

ま
し
た
。
広
域
化
に
反
対
の
立
場
か

ら
不
認
定
と
し
ま
し
た
。 

    

市
民
病
院
は 

公
立
病
院
と
し
て
の
使
命
を 

 

市
立
病
院
は
、
国
の
医
療
政
策
の

も
と
赤
字
が
出
て
い
ま
す
。
全
国
の

自
治
体
病
院
で
は

86

％
が
経
常
収

支
が
赤
字(

24

年
度)

で
す
。
と
く

に
感
染
症
指
定
医
療
機
関
、
災
害
拠

点
病
院
、
救
急
救
命
セ
ン
タ
ー
、
集

中
治
療
室
の
あ
る
病
院
な
ど
で
は

９
割
以
上
が
赤
字
で
す
。 

「
不
採
算
で
あ
っ
て
も
住
民
の

い
の
ち
と
健
康
を
守
る
た
め
に
は

必
要
な
も
の
は
や
る
」―

公
立
病
院

と
し
て
の
使
命
を
果
た
す
た
め
に

八
尾
市
と
し
て
も
全
力
を
尽
く
す

よ
う
求
め
認
定
と
し
ま
し
た
。 

  

※ 

い
ち
ょ
う
学
園
、
し
ょ
う
と

く
園
、
か
が
や
き
、
歴
史
民

俗
資
料
館
、
し
ぶ
き
、
す
み

れ
な
ど
調
査
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
施
設
の
充
実
を

求
め
て
い
き
ま
す
。 

 

比
べ
約
３
億
円
が
増
加
し
ま
し
た
。

ま
た
ご
み
収
集
事
業
に
つ
い
て
は
、

不
法
就
労
で
許
可
業
者
が
捜
査
を

受
け
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
の
詳

細
報
告
を
求
め
、
民
間
委
託
の
再
公

営
化
を
求
め
ま
し
た
。 

           

八
尾
の
歴
史
・
文
化
に 

 

責
任
を
負
う
施
設 

指
定
管
理
施
設
で
あ
る
、
文
化
会

館
や
総
合
体
育
館
な
ど
の
赤
字
に

つ
い
て
は
、
人
件
費
高
騰
分
を
指
定

管
理
料
と
し
て
直
ち
に
協
議
し
増

額
す
る
よ
う
に
求
め
ま
し
た
。
文
化

の
拠
点
や
八
尾
の
歴
史
に
責
任
を

負
う
施
設
は
、
非
公
募
か
直
営
で
あ

る
べ
き
立
場
か
ら
歴
史
民
俗
資
料

館
は
直
営
へ
、
し
ょ
う
と
く
園
や
プ

リ
ズ
ム
ホ
ー
ル
は
非
公
募
に
す
る

よ
う
求
め
ま
し
た
。 

館
で
の
職
員
配
置
や
無
料
の
位
置

づ
け
は
、
全
市
事
業
と
し
て
拡
充
す

べ
き
で
す
。
そ
し
て
、
人
権
コ
ミ
セ

ン
に
つ
い
て
は
現
状
を
改
め
る
よ

う
に
主
張
し
、
３
館
合
築
の
計
画
撤

回
を
求
め
ま
し
た
。 

同
時
に
同
和
地
区
が
ま
だ
あ
る

と
い
う
見
解
の
撤
回
と
人
権
条
例

の
廃
止
を
求
め
て
い
ま
す
。 

      

  
 

  

ご
み
収
集
事
業 

 

再
公
営
化
こ
そ 

可
燃
一
般
ご
み
の
民
間
委
託
が

実
施
さ
れ
、
そ
の
効
果
額
が
６
０
０

０
万
円
だ
と
試
算
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
今
年
度
決
算
で
は
昨
年
に

当
時
の
副
市
長
と
一
部
職
員
の
関

係
に
つ
い
て
の
調
査
は
未
だ
行
わ

れ
て
お
ら
ず
、
不
十
分
で
あ
る
こ

と
、
斎
場
の
全
面
民
間
委
託
の
実
施

の
撤
回
の
立
場
か
ら
不
認
定
だ
と

判
断
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
こ
れ
ら
業
務
の
重
要
性
に

つ
い
て
改
め
て
実
感
す
る
と
と
も

に
、
２
度
と
市
民
を
裏
切
ら
な
い
よ

う
強
く
求
め
ま
し
た
。 

   

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー 

 

青
少
年
会
館 

 

人
口
減
を
理
由
に
公
共
施
設
を

減
ら
す
と
い
う
考
え
方
は
誤
り
で

す
。
公
共
施
設
が
市
民
や
地
域
に
と

っ
て
ど
ん
な
役
割
を
果
た
す
の
か
、

市
民
と
と
も
に
考
え
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
桂
・
安
中
の
３
館
合
築
と

ま
ち
づ
く
り
は
そ
の
典
型
で
す
。 

６
つ
の
施
設
を
現
地
確
認
し
ま

し
た
。
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
の
大

人
気
の
お
風
呂
と
講
座
、
青
少
年
会

 

衛
生
庁
舎
・
斎
場 

昨
年
、
環
境
部
環
境
施
設
課
職
員

の
大
量
逮
捕
・
懲
戒
免
職
の
事
件
が

起
こ
り
ま
し
た
。
現
在
の
職
場
状
況

は
ど
う
か
、
現
地
（
衛
生
庁
舎
・
斎

場
）
を
視
察
し
ま
し
た
。 

事
件
後
、
組
織
体
質
や
風
土
の
根

本
的
な
改
革
な
ど
、
現
場
で
の
努
力

状
況
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
し
か
し
一
方
で
、
前
市
長
や

日
本
共
産
党
議
員
団 

八
尾
市 

令
和
６
年
度 

一
般
会
計
に
不
認
定 

令
和
６
年
度
予
算
の
決
算
で
は
、
八
尾
市
の
公
的

責
任
、
暮
ら
し
を
守
る
、
平
和
の
問
題
、
そ
し
て

政
治
と
カ
ネ
の
点
か
ら
審
査
を
行
い
ま
し
た
。 

今
回
の
決
算
審
査
に
あ
た
っ
て
、
共
産
党
議
員
団

は
現
場
を
見
る
こ
と
を
何
よ
り
も
重
視
を
し
、
15

の
公
共
施
設(

※)

を
視
察
し
ま
し
た
。 

 
15

の
公
共
施
設
を
視
察 

八尾市議会 令和 6年度の決算審査 9月議会後半 

衛生庁舎・斎場の改善状況、桂・安中の３館合築など 

現地を確認 公的責任を求めました 

 

 
ピカピカに磨いたバキューム
カーに驚きました。改めて収
集業務の大変さと業務に対
する公的責任の大切さを実
感。 

 
桂・安中の青少年会館：

青少年が無料で利用で

きる貴重な施設です。

周知徹底と利用者の拡

大を求めます。（写真は

桂青少年会館） 

 

 
桂・安中の老人福祉セ

ンター：全市民が利用

できる無料のお風呂や

講座を見学。大人気で

した。巡回バスなど求

めています。（写真は桂

老人福祉センター） 

 

斎場：納骨堂や食事のできる和室

など見学。炉裏も見学させていた

だき、人生の最後を締めくくる厳

かな場の公的責任の重要性を実

感。右は納骨堂。 

 

 

 

衛生処理場前にて 


